
静岡県森連静岡営業所市況速報

2389回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 6,000 5,430 748 3,800 ○ 6,800
3 14 10,000 8,400 496 5,000 ○ 柱目3.5寸取り 9,200

16-18 11,000 9,400 818 6,000 ○ 柱目４寸取り 11,300
す 20- 11,500 9,100 1,201 6,000 ○ 中目 12,000

4 8-11 250 239 - 230 ○ 本＠ 276
12-13 8,000 7,300 423 6,000 ○ 母屋取り 9,260

14 11,300 10,500 819 10,000 ○ 桁目3.5寸 11,600
16-18 10,900 8,700 1,009 6,000 ○ 桁目　4寸 11,600
20-22 13,500 9,800 1,725 6,000 ○ 中目 12,400

ぎ 24-28 15,000 10,900 2,943 7,200 ○ 中目 14,000
30-34 25,800 13,100 5,371 7,200 △ 二番玉節少 15,100
36- 45,000 17,700 9,331 - △ 根玉選木 17,000

6 16-18 15,500 14,800 2,254 14,500 ○ 通し柱 15,500
20-22 15,000 14,200 3,498 13,500 ○ 通し柱 14,500

2 20- 38,800 11,200 1,486 3,800 ○ 14,300
3 14 15,200 13,700 808 12,600 ○ 柱目3～3.5寸 17,300

ひ 16 18,000 15,800 1,375 14,000 ○ 柱目3.5～4寸 18,300
18-22 18,000 14,500 1,914 13,000 ○ 柱目４寸取り 17,300

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 253 - 200 ○ 本＠ 280
12-13 12,500 10,500 609 5,600 ○ 3寸取り 10,110

14 15,000 14,100 1,100 11,000 ○ 土台目3.5寸 17,900
の 16 18,000 16,600 1,926 13,000 ○ 土台目3.5～４寸 18,300

18-22 18,000 16,000 2,816 13,000 ○ 中目縁甲取り 19,700
24-28 25,000 19,300 5,211 14,000 ○ 中目 20,000
30-34 58,800 25,600 10,496 12,000 △ 二番玉節少 22,200
30- 136,000 43,300 - - △ 根玉選木 35,000

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 21,400
16-18 32,000 28,000 5,432 16,000 ○ 通し柱　４寸 28,900
20-22 30,000 27,700 8,033 22,000 ○ 通し柱　 27,300

7 16-18 34,000 33,600 7,627 - ○ -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

2月27日 土場在庫 61台

《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 1,246 1,177 94.5%
ヒノキ 1,251 1,215 97.1%
その他 205 205 100.0%

計 2,702 2,597 96.1%
《つち情報》

　『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　3月5日（火）～3月11日（月）

平成25年2月28日

落　　　札　　　価　　　格

《良質大径材が好調》
スギ、ヒノキとも根玉選木及び中玉末口30cm上の
良質材は好調である。スギ材については、いよいよ
草薙体育館建設に係る発注が始まったことにより、
ラミナ材の生産を受注したメーカーが、原木の調達
に本格的に動き出したことも一つの要因であると思
われるが、その他造作材、役物板割り材の需要も
好調なようである。ヒノキについては、2～6m大径
材は、原木不足が市況を押し上げている。一方、
大径材であっても節の多い材、年輪幅の荒い材は
非常に売りにくく、特にヒノキは、低入札であったた
め元落ちにせざるを得ない状況である等、今回の
元落ち材の大半がそういった材である。


